
１ 基本データ 

２ 学校の特色 

 創立：大正13年 
課程・学科：全日制課程・普通科 
生徒数 ８３８名 
所在地：〒982-0845 

仙台市太白区門前町9番2号 
ＴＥＬ：022-248-0158 
ＦＡＸ：022-248-0482 

 

ホームページアドレス： 
https://sen3o-h.myswan.ed.jp/ 

電子メールアドレス： 
sen3o-h@od.myswan.ed.jp 

主な交通機関 
JR長町駅から徒歩20分，地下鉄長町一丁目駅から徒歩15分  
宮城交通バス三桜高前から徒歩１分 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は大正13年2月に宮城県第三高等女学校

の設立認可を受け、宮城県女子師範学校に併置

され 4月に開校しました。昭和23年4月新しい

学制に伴い、宮城県第三女子高等学校となりま

した。昭和 32年4月、現在地に新校舎が落成し

て中島丁から移転しました。平成18年度に新校

舎建設工事が始まり、平成21年12月に工事は

完了。教員と生徒が総出で引っ越し作業を行い

ました。そして平成 22年度より「仙台三桜高等

学校」として毎年40～50名の男子生徒が入学し

ています。平成 24年度に全学年に男女がそろ

い、共学化が完成しました。令和6年には第三

高等女学校設立以来、創立100周年の大きな節

目を迎えることになる、歴史と伝統のある学校

です。 

風光明媚な大年寺丘陵南麓に位置する本校

は、自然に恵まれ、四季の移り変わりを肌で感

じられます。校訓「自律･聡明･敬愛」は人間性

豊かな三桜高生の理想像を表しています。 

 仙台三桜高校として13年が経過し、様々な歴

史を刻んで歩んできました。これからも全校一

つになって取り組んでいきます。生徒達は、歴

史と伝統を重んじ、自ら目標に向かう心を育

て、他者を思いやる心を持ち、たくましく明る

くのびのびと学校生活を送っています。 
 
 

 

 スクールミッションは「歴史と伝統を重ん

じ、未来に向かって視線を高く保ち、自らの目

標に向かう心を育てるとともに、他者を思いや

る心を涵養し、課題解決能力に優れ、いかなる

困難にも打ち克ち、地域社会の発展に貢献でき

る人材を育成する。」としております。 

＜教育方針＞ 

（１）グラデュエーション・ポリシー 

〇豊かな個性と進取の気風をもち、広く社会 

 に貢献できる人物を育成します。 

〇高い知識と技能の習得に努め、力強く自己 

実現を志す人物を育成します。 

〇他者への思いやりに満ち、心身ともに健康 

な人物を育成します。 

 

 

 

 

 

 

（２）カリキュラム・ポリシー 

○１,２年次は基礎教科に重点を置いた授 

 業を展開します。 

○探究活動を通して，新しい時代に求め 

 られる学びの力を養います。 

○希望進路の実現に向けた,習熟度別・少 

人数授業を展開し，多様な選択科目を 

設置します。 
 
 

 

「文武両道」の伝統を受け継ぎながら、学習

と部活動との高いレベルでの両立を目指してい

ます。学力向上と進路希望達成に向けて次のよ

うな観点で教育課程が編成されています。 

 1学年：基礎教科･科目、普通教科の学習に重

点を置き、どのような進路にも進めるよう、生

徒は芸術科目を除いた全科目を共通履修し、自

己理解を深めるようにします。 

 2学年：進路希望に応じて文系、理系に別れ

て地理歴史や理科などの科目を選択し、それぞ

れの進路実現に向かって本格的に学習を深めて

いきます。 

 3学年：文系、理系の各選択群に準備された

選択科目の中から、自分にとって必要な科目を

選択します。各自の希望する進路目標達成に向

けてより学力を高めていきます。 

また、｢総合的探究の時間｣を用いて、1学年

では探究テキストを利用して社会の課題を知

り、解決する探究活動を実施しています。2学

年では大学や教育施設、地域の団体と連携した

校外での探究活動を行っています。3学年で

は、これまでの探究活動の経験や成果を自分の

進路と関連づけて発信できる力を養成します。 
 
 

 

本校の努力目標の一つ「特別活動を通して、

人間関係形成力を身に付けるとともに、受け継

がれるべき良き校風を尊重する態度を養う」に

沿って、生徒会活動は活発に行われています。

生徒会執行部を中核として各種委員会が設置さ

れ、体育大会や合唱コンクールではそれぞれの

レクリエーション委員が、三桜祭（文化祭）で

は三桜祭実行委員が運営の主体となり活躍して

います。学校行事では全校生徒が一丸となって

積極的に参加し、大いに盛り上がることが第三

女子高校時代から続く大切な伝統です。また、

全員が競技と応援に本気で取り組み、クラスの

団結や友人との絆を深めながら、高校生活を豊

かなものにしています。 

部活動も大変盛んで、運動系が13部、文化系

が19部、文化系同好会が 1団体あり、活動して

います。生徒はこれらの部活動または同好会の

いずれかに所属し、一人一人が活躍する場所を

持っています。 

 

 

 

 

 

 

令和4年度の運動部は宮城県高校総体でワン

ダーフォーゲル部、ボクシング競技（校外活 

動）が全国高校総合体育大会（四国インターハ

イ）に出場しています。水泳部が女子 200M自由

形で東北大会に出場しています。 

また、新人大会では剣道部(女子団体)が準優

勝の好成績をあげて、第35回東北高等学校剣道

選抜優勝大会(秋田)・第32回全国高等学校剣道

選抜大会(愛知)に出場したほか、陸上競技部や

水泳部も東北新人大会に出場しています。 

文化部は放送部(アナウンス部門)でNHK杯全

国高校放送コンテストに出場しました。音楽部

が第74回全日本合唱コンクール宮城県大会で金

賞を受賞し、県代表として全日本合唱コンクー

ル東北支部大会に出場し、文芸部も令和 4年度

北海道・東北文芸大会(詩部門、部誌部門)に出

場するなど活躍しました。書道部、放送部は令

和5年度全国高等学校総合文化祭県代表として

出場することが決まっています。 

 

 

進路一覧(過去３年間、進学者・就職者数) 

進  路 R4 R3 R2 

国公立大学 33 44 28 

国公立短大 0 0 0 

私立大学 175 165 169 

私立短大 5 9 7 

専各学校 40 37 53 

就職 8 8 5 

その他 7 10 12 

卒業生計 268 273 274 

主な進路先（令和5年3月卒業生）、 

（ ）内は人数  （1）は省略。 

＜国公立大学・短期大学＞ 

宮城教育大(4)、宮城大（13）、福島大(2)、山 

形大(5)、秋田大(2)、九州大、新潟大、宇都宮 

大、福岡教育大、岩手県立大、秋田県立大、都 

留文科大 

＜私立大学・短期大学＞ 

東北学院大(55)、東北福祉大(39)、宮城学院女 

子大(30)、東北工業大(7)、尚絅学院大(7)、 

東北医薬大(3)、東北文化学園大(6)、東北芸工

大(3)、仙台大、東北生文大、大妻女子大(2)、

文教大(2)、日本大(2)、東京農大、駒沢大、獨

協大、淑徳大、大東文化大、神奈川大、関西学

院大、仙台青葉短大(3)、他  

＜専修各種学校＞ 

仙台医療センター附属仙台看護助産(5)、横浜医

療センター附属看護、東北労災看護(4)、仙台医

師会看護、JR東京総合病院高等看護、北里大看

護、仙台こども(2)、東北外語観光(2)、他 

＜就職＞ 

国家公務員、地方公務員(6)、航空自衛隊                                                              

仙台三桜高等学校 

校訓  自律 聡明 敬愛 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

キャッチフレーズ 

学びあい･認めあい･ 
磨きあい･夢を叶える 

文武両道の伝統のもと、お互いの個 

性を認め合いながら全力で自分を磨き、 
輝ける学校です。皆さんの夢を全力で 
応援します。 

(１) 学校の概要(沿革、環境、施設等) 

(２) 教育方針 

(３) 教育課程の特色 

(４) 行事・生徒会活動・部活動 

(５) 卒業生の進路状況 



３ 学校魅力発信 
                                                               

 

 

 

 

宮城県総合体育大会でワンダーフォーゲル部（女子団体）、ボクシング

競技（フライ級個人）が優勝して四国インターハイ 2022 に出場しまし

た。また、剣道部は宮城県高等学校新人大会剣道競技女子団体で準優勝

し，愛知県で開催された全国高等学校剣道選抜大会に出場しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放送部は、宮城県高等学校放送コンテスト新人大会（朗読部門）で優

秀賞を獲得、書道部は、宮城県高等学校書道展において推薦・特選を受

賞し、ともに令和 5 年度全国高等学校総合文化祭に出場が決定しまし

た！！また、音楽部は、全日本合唱コンクール東北支部大会出場し銀賞

を受賞しました。文芸部は、令和 4 年度北海道・東北文芸大会に詩部

門・部誌部門の宮城県代表として出場しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台三桜高校では４大行事と称して「春季体育大会」、「合唱コンク

ール」、「三桜祭」、「秋季体育大会」が開催されます。いずれの行事

も、レクリエーションや三桜祭実行委員を中心に、生徒たちが運営の

主体として、思い出深い行事を作り上げています。 
 

春季体育大会 
 4月下旬に開催されます。女子 

は学年別、男子は 3学年総合で優 

勝を競います。競技は球技、大縄 

跳び、クラス対抗リレーが行われ 

ます。新年度が始まって2、3年生 

はクラス替えした直後、1年生は入 

学した直後でまだクラスとしてま 

とまっていない中、各競技のエントリーが始まります。その他クラスを

象徴するクラス T シャツや応援旗の作成なども行われて、新クラスが

一つにまとまる良い機会となっています。 
 

合唱コンクール 
 プロのコンサートも行われる「仙台サンプラザホール」で 7月上旬に

開催されます。練習期間は前期中間考査が終了した6月下旬から約2週

間程度に限られますが、各クラスのレクリエーション委員や音楽部員

を中心にして、朝の始業前、昼休みそして放課後に校内のあちらこちら 

から美しいハーモニーが響いてきます。 

本番では、各クラスで演出を 

凝らした発表が行われます。こ 

こ2年間は校内発表だけでした 

が、例年は保護者にも公開して 

いました。保護者も大変楽しみ 

にしている行事です。 

 

三桜祭 

                 例年夏休み明け、最初の金曜日 

に校内発表、土曜日に一般公開が 

開催されます。テーマやポスター 

原画の募集は 5月から始まり全校 

生徒の投票で 6月には決定されま 

す。夏休み前から文化部、クラ 

ス、有志の各団体が準備を始めて

各団体とも趣向を凝らした見応えのある展示や発表が行われます。例

年行われる書道部のパフォーマンス、音楽部のコンサート、ギター部

のライブの他、有志によるダンスパフォーマンスは大変見応えがあり

って大好評です。※令和5年は9月2日一般公開です。 

 

 

 

現在の仙台三桜高校の制服は平成 

22年4月、校名変更・男女共学化と 

同時に採用されました。制服制定の 

過程では当時の在校生の意見も取り 

入れたという記録が残っています。 

 制服の基本的な仕様は、女子がブ 

レザー・スカート・ブラウス、男子 

がブレザー・スラックス・ワイシャ 

ツです。その他、学校指定のセータ 

ーが提供されています。 

 

 

 

本校では，すべての普通教 

室に冷暖房とWi-Fiを完備し 

ていますので，快適な学校生 

活と学習環境が整っています。 

学校敷地内に建つ三桜会館 

は，普段は学習活動や部活動 

にも使用していますが，最大 

５０名程度まで合宿を行うこ

ともできる施設です。学生食堂では，日替わりランチ，カレーライス，

麺類などを提供しており，多くの生徒が利用しています。 

 

 
 

４ 在校生からのメッセージ 

齋藤あかりさん（岩沼西中出身）からのコメント 

私たち剣道部は、三桜剣道部初となる全国選抜大会に出場しまし

た。全国という舞台で緊張もありましたが、この大会に出られたこ

とを誇りに思い、まずは楽しんで試合をする気持ちで挑みました。 

やはり、全国の壁は厚く、１回戦敗退という結果でしたが、選手

全員が力を出し切ることができた 

ので、今後につながる実りある大 

会になったと思います。また、県 

外の強豪校と剣を交え、間近で見 

られたことは自分たちの剣道にと 

てもプラスになりました。この経 

験を今後に活かしていきたいです。 

西村 愛生さん（仙台一中出身）からメッセージ 

仙台三桜高校は元女子校であったこともあ 

り、全体の8割を女子生徒が占めています。 

7月に行われる合唱祭フィナーレでの全員で 

の校歌の三部合唱や森山直太朗さんの「さく 

ら」の合唱は、たくさんの人を惹きつけるこ 

とができる、他の学校にはない三桜高校の大 

きな魅力の１つです。 

また、生徒の学習に対するサポートも手厚く、日々の進路を意

識した、中身の濃い授業はもちろん、各教科担当の先生が行って

下さる小テストや添削指導、土曜学習会に集中して取り組むこと

で、確かな学力の定着ができています。勉強にも部活にも真剣に

打ち込める環境が整っている三桜高校で、充実した学校生活を送

ってみませんか？ 

田村巴さん（長町中出身）からのコメント 

私たち音楽部は、全日本合唱コンクール東北支部大会に出場し、

銀賞をいただくことができました。三学年揃っての最後のステージ

であり、何ヶ月もかけて練習してきた曲を大きなステージで演奏す

るのは緊張よりも部員一同自身を持って歌いきった達成感が大き 

く、価値ある経験をすることができました。 

また、コンクール以外では、定期演奏会や様々な演奏する機会へ 

向けて練習しています。合唱 

を通してたくさんの経験、交 

流を深めることができ、日  々

楽しく活動しています。この 

活動を、よりたくさんの方 

に向けて演奏し、聴いていた 

だけるよう生かしていきたい 

と思います。 

（１）本校生徒の活躍 

(３)学校制服紹介 

(４)施設紹介 

(２)学校三大行事 


